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NPO 法人 長崎県子ども劇場連絡会 NEWS LETTER 
  子どもゆめ基金助成事業 

嶋村仁志さん講演会＆ワークショップ 

子どもにとって「あそぶ」ってなんだろう 
～子どもの「育ち」の一番面白いところをうばっていませんか？～ 

11月 28日（土）  諫早市たらみ図書館海のホール 

日本冒険遊び場づくり協会理事でプレイ

パークリーダーでもある嶋村さんは、たくさ

んの写真や動画で具体的に子どもたちが遊

ぶ様子を見ながらお話してくださいました。

冒険遊び場やプレイパークは、子どもたちが

普段なかなか使うことのない工具を使った

り、地面に穴を掘ったり、たき火をしたり・・・

と聞いているだけでワクワクするような遊び

ができる場所です。大人の関わりは“子ども

たちが必要とした時に手伝う”というスタン

ス。口も手も出さず、大きな怪我や被害がな

い限りは子どもの遊ぶ様子を見守るという

姿勢が徹底しています。その根底にあるの

はそれぞれの子どもには、それぞれの熱中

と関心と安心があるという考えです。 

嶋村さんが学ばれたイギリスでは、「遊び

は、子どもが自分が生きている世界を知る

ためのとびらである」といわれ“人生のスパ

イスだ”という言葉があるそうです。社会性、

身体、知性、創造性、情緒の発達には欠か

せないものとされています。 

日常の中、大人は、「危ない」「ダメ」と遊

びを中断させたり、「きちんと」「こうしなきゃ」

など、遊びの中に大人の価値観や思いをい

れたりしがちです。孤立した子育てや他者と

の違いを認め合えないことが焦りや不安を

もたらします。大人同士が安心できる楽な関

係ならもっと子どもへの関わりもよくなるの

ではないかと感じました。 

講演の中でとても印象に残ったのは“遊

びのレンズで、見てみよう！”ということでし

た。医学のレンズはお医者さん、教育のレン

ズは学校の先生、家庭の中では生活のレン

ズ。遊びのレンズで子どもの遊ぶ様子をよ

～く見てみると、この子がどう育ちたいのか

が見えてくる・・・大人にとって子どもの遊び 

の見え方が変わってくる大事にしたいレンズ

です。 

午後のワークショップではグループに分

かれ、自分が子どもの頃遊んだ周りの様子

を地図にして、今では無くなってしまったもの

を出し合いました。空き地や自然も少なくな

り子どももずいぶん忙しくなって、遊ぶ環境

は大きく変化していることを実感しました。で

も、子どもはどんな場所でも遊ぶことには変

わりはなく、遊びまくれる時間と地域の人の

関わりが大事だと感じました。最後に私たち

のまち長崎でこれからなにができるかを考

え合いました。小さなことからでも身近でで

きること、子どもに関わる大人として自分に

できることを考えることができたワークショッ

プでした。 

子どもにとって「あそぶ」ってなんだろう？

ひとりひとりの子どもは遊ぶ中で自分が必

要としている経験を獲得している。だから、

子どもは遊ばされているのではなく、自らの

意思で遊ぶことによって、そのことのすべて

が「育ち」につながっているのだということを

改めて確認することができました。「子どもに

とって遊ぶことは不可欠」という大人の認識

と、温かく見守るという関わり方が重要であ

ることを学ぶことができました。 

 

「遊びは、子どもが自分が

生きている世界を知るため

のとびらである」 

 



 

  
 
 

 
 
 
 
  

県内子ども劇場 活動の様子 

３６年度定期総会は、子育て支援講演会とのブッキングで会場を

急きょ変更し、羊毛フェルトのアクセサリー作りと茶話会を事前にセ

ットしました。講演会帰りの初めて参加された若いお母さんたちと話

ができて、とても有意義でした。 

育児サークルの役員さんが、ほとんど会員という中で、子ども劇

場の良さを少しずつ広げてくれています。ブックドクターあきひろさん

の「読あそび」や寺子屋、キャラバンカーの移動図書館に参加した若

いお母さん方が、いろんな縁をつくり支えている子ども劇場スタッフ

の存在を再確認したことで、１２月例会（地元ケーブルテレビの取材

あり）では１９人の新入会があり、会員数も３ケタになりました。 

長崎がんばらんば花育事業では、県産花木を使った素敵なアレ

ンジメント体験で、文化庁の華道・茶道教室につなげることが出来ま

した。チョコレートやオリジナルカレンダーの販売も好評で、地道に、

幅広く広報・宣伝活動、財政活動を展開しています。       

はさみ子ども劇場が波佐見の地に誕生して２７年。最盛期には 

５００人いた会員も現在は２０人。日本一小さい劇場かもしれない。

会費だけでは運営できないので、行政とのタイアップや、補助金で

の事業など模索しながら活動しています。近年は、若い会員も運営

に関わるようになり「子どもが主体の活動」を念頭に置いて話し合い

ができるようになりました。 

今年は久しぶりに長崎県子ども舞台芸術祭典をはさみ子ども劇

場が主体で取り組みました。会員が中心になり実行委員会を結成し

満員の観客で鑑賞する事ができました。そのことが、劇場や祭典を

理解してくれる人を増やせたと思います。実行委員会の中でも、子

どもたちの集まりを持ち、作品のテーマでもある『箱』作りを楽しみま

した。日本一小さい劇場もなかなか元気です。 

■ 壱岐子ども劇場 

■ はさみ子ども劇場 

カヌー体験でパドルを上げて いざ出発！ 

■ 佐世保子ども劇場 

佐世保子ども劇場は１９７１年にスタートし、今年度４５周年を迎え

ました。その間多くの会員、賛助会員の皆様を始め、地域の皆様の

協力を得て活動を続けることができたことに感謝の気持ちでいっぱ

いです。 

 昨年度は財政的に厳しい状況でのスタートでしたが、会員はやる

気とパワーがいっぱいの楽しい１年でした。どの専門活動も充実し

た活動ができており、子どもたちの笑顔にいっぱいふれあうことがで

きました。 特に嬉しかったことは、久しぶりに芝居小屋が復活した

ことと、柚木地区で祭典が実現したことです。 ４５年度も既に４ヶ月

を過ぎましたが、１１月・四ヶ町アーケード商店街の皆さんと共に遊

んだ「忍者☆まちを走る！」。１２月・例会「あらしのよるに」は事前で

盛り上がり、待ちに待った例会当日を迎え、期待通りの作品に出会

えました。 

２０１６年はもちつきで始まりますが、会員みんなで県フェスの成

功でスタートをきり、例会や自主活動の一つ一つを丁寧な取り組み

で成功させたいと思います。 

和太鼓の稽古に熱が入る子どもたち！ 

バザーの売り上げに子どもたちも大貢献 
 



 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  

１０月１７日諫早市社会福祉会館にて、第３９年度諫早子ども劇場

定期総会を開催しました。 

昨年度は、会の運営と豊かな文化活動を続けていくために会費

の値上げについて会員が集まり、話し合いを積み重ね、「ピンチをチ

ャンスに」を合言葉にスタートしました。この一年、会員の多くが運営

について自らのこととして考え、意見やアイディアを出しあうことがで

きました。今年度は、さらにブロックでの集まりを活発にし、大人も子

どもも意見を出しあい、考え合い、やりたいことを実現する活動にし

ていこうという動きがうまれています。 

劇場の活動で大切にしている「舞台芸術との出会い」と「あそぶ」

ことを通して子どもたちが得る共感・達成感・満足感が、生きる力に

なることを信じて活動を続け、地域に広げていきたいと思います。 

■ 諫早子ども劇場 

 

１０月１６日(金)いきいきひろばにて定期総会を行いました。こ

の一年を振り返り、新４９年度について検討しました。どの専門

部も活発に活動し、自主活動でも創作村やキャンプなど野外活

動を中心に子どもたちが様々な体験をしています。青年たちの

活動も大きな力となっていますが、もっと身近なところで子どもた

ちと出会い関わりをつくりたいと、地域ブロック毎の青年担当も

新たに決まりました。乳幼児部も継続した集まりの中で、子ども

の育ちを見守る関係が築かれてきました。しかしその一方で会

員減による財政難はますます深刻になっています。そこで、会員

一人一人が運営の一員であるという意識を持って、子どもの育

ちのために何ができるのか、各ブロックの活動を考える時間を取

り、仲間づくりの目標を立てました。その合計による会員目標３５

０名が決まり、みんなでこの目標に向かっていく事を決め、会を

終えました。 

 

■ ながさき子ども劇場 

乳幼児部 ・ クッキー 

第 39回 諫早子ども劇場定期総会 

子ども劇場 舞台鑑賞情報   ★参加方法などについては各地の子ども劇場事務局までお問い合わせください。 

5月 13日（金）19時開演 

へそどろぼう・あそぼ！ 

手回しオルガンといっしょ 
人形劇団えりっこ（人形劇） 
芦辺町クオリティライフセンターつばさ（予定） 

主催：壱岐子ども劇場 

 

5月 20日（金）19時開演 

おひさま劇場「だってだってのおばあさん」 
人形劇団クラルテ（人形劇） 

アルカスＳＡＳＥＢＯ第 2 リハーサル室 

主催：佐世保子ども劇場 

 

5月 21日（土）14時開演 

おひさま劇場「だってだってのおばあさん」 
人形劇団クラルテ（人形劇） 

メルカつきまち 

主催：ながさき子ども劇場 

5月 21日（土）18時 30分開演 

長崎あざみ落語会･子ども寄席 
長崎あざみ落語会（芸能） 

メルカつきまち 

主催：ながさき子ども劇場 

 

5月 27日（金）19時開演 

タップダンス・エンターテイメントショー 

～リズム＆コメディ～ 
ＴＡＰ ＤＯ！（芸能） 

諌早文化会館中ホール 

主催：諫早子ども劇場 

2月 11日（木・祝）14時開演 

ファーブル昆虫記 

～ムシたちの四季～ 
イッツフォーリーズ（舞台劇） 

諌早文化会館大ホール 

主催：諫早文化会館芸術鑑賞会 

 

2月 27日（土） 

15時 30分開演 

0～3才親子のための 

ミニコンサート 

18時 30分開演 

マリンバ・カンパニー ｍｉｎｉ 
マリンバ･カンパニー（音楽） 

メルカつきまち 

主催：ながさき子ども劇場 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

NPO法人 

 長崎県子ども劇場連絡会 
 

〒850-0057 
長崎市大黒町 4-26  

北村第一ビル 302号室 
 

TEL: 095-825-0533 

FAX: 095-825-6151 
E-MAIL: n.kogeki@alto.ocn.ne.jp 

 

県内子ども劇場 

ながさき子ども劇場 

TEL: 095-825-0533 

佐世保子ども劇場 

TEL: 0956-22-6747 

諫早子ども劇場 

TEL: 0957-23-5689 

壱岐子ども劇場 

TEL: 0920-44-5010 

はさみ子ども劇場 

TEL: 0956-85-4273 

 
 Web サイト 

URL: 

http://www.nakogeki.sa
kura.ne.jp/ 

発行 

NPO法人長崎県子ども劇場連絡会 

 

★編集後記★ 
 

私が小さな子どもの頃、病気が

原因で社会全体から偏見と差別

を受けている人たちがいた。その

病気の人が、物を盗もうとしたと

き、父は彼の尊厳を守って接し諭

した。その時、私は父をかっこい

いなあと思ったのだ。その出来事

は、自分の人生は自分らしい価

値観で、かっこよく生きたいと思う

ようになる原点だったように思う。 

「いじめをしなければ自分がや

られてしまう」だからいじめる、い

じめを見て見ぬふりをする、一人

を大勢でいじめるぐらい卑劣でか

っこわるいものはない。 

子どもたちには、自分なりの美

学を持って生きているかっこいい

大人たちと出会ってほしいと思う

のである。            （N） 

 
 
 
 
 
 

子どもに夢を！たくましく豊かな創造性を！ 

私たちは子どもの文化を応援します。 

グリーンコープ福祉活動組合員基金助成事業  祝･佐世保子ども劇場 45 周年 

第 18 回長崎県子どもと文化フェスティバル in 佐世保 

日時：２月１４日（日）    13：00～15：30 

会場：アルカスＳＡＳＥＢＯ・イベントホール  参加費： 500円（4歳以上同額） 

子ども達が表現する楽しさや、仲間と創り合う面白さ、 

大切さを知ってほしいという思いで開催しています。 

生き生きと自分らしく輝く子どもたちのステージを是非ごらんください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

。お楽しみに 

 

団体概要 

子どもの豊かな成長と地域の子ど

も文化芸術振興に寄与することを目

的に 2003年に NPO法人として活動を

開始しました。  

長崎県内にある 5つの子ども劇場

や、子どもに関わる団体や個人の方

とのつながりを大切にしながら、地

域の文化活動を支援しています。

「長崎県子ども舞台芸術祭典」、

「長崎県子どもと文化フェスティバ

ル」、講演会や学習会などの事業を

行っています。 

http://www.nakogeki.sakura.ne.jp/
http://www.nakogeki.sakura.ne.jp/

